


はじめに

本調査は、西■分寺地区(旧国鉄中央鉄道学園西側跡地)の住宅市街地総合整備事業

に伴い、国分寺市からの委託を受け事前調査として平成5年11月から4ケ年斤面で始ま

りました。今年度は、事業内容の一部変更のため発掘調査の最後の年となりました。8

年度以降整理調査に入ります。

今年度の調査は、全調査対象面積6.7haの内、調査地区の北東部と南西部の併せて3.6

haという広範囲を対象として実施しました。その結果、試掘調査や前年度までの調査で

事前に檢出されている「推定東山道武蔵路」の本格的調査による、心々距離12m幅の東

西両側溝を持つ道路跡.9 m幅の両側溝を持つ道路跡’波板状硬化面を伴う幅7.5mの堀

り込み等の檢出、中央部に阿玉台式の炉体土器を持つ縄文中期の翌穴住居跡の檢出、旧

石器時代に属する尖頭器.礎群の検出等々新たな知見を得ることが出来ました。

「推定東山道武蔵路」については、全国でも類を見ないような調査規模.遣構の性格

から報道機関を販わし、現地説明会の実施により研究者をはじめとして一般の方々まで

広く関心を持たれるようになりました。結果として関係各位の多大な御理解と御尽力の

末全面保存の運びとなりました。今後は歴史の生きた資料として広く皆さんに活用され

ることを期待します。

本書は、平成7年度の調査概要を示したものです。遣跡全体の詳細については、調査

により採取した膨大な資料をひとつひとつ慎重に整理検討して報告書として発表します

西■分寺地区は住宅市街地として整備されますが、保存される「推定東山道武蔵路」や

刊行される報告書により武蔵野台地の歴史に新たな一頁が加えられると共に、多くの

方々に埋蔵文化財に対する関心と理解を深めていただければ幸いです。

最後になりました力、-、調査の実施にあたり多大な御理解と御協力をいただきました国

分寺市開発二部の方々をはじめ関係各位、地域の方々に厚く御礼申し上げます。また、

広大な面積の調査を長期にわたり御指導いただきました坂詰秀一先生をはじめとして、

無事発掘調査を終了していただいた調査団の方々に対して感謝の意を表します。

平成8年4月25日

会長柴崎正次

表紙：遺跡周辺全景



例言

1.本書は、西国分寺地区住宅市街地総合整備事業に伴う平成7年度発掘調査概要報告である。

2.本調査区は、東京都■分寺市泉町2丁目1番地(旧国鉄中央鉄道学園西側跡地)に所在する

3.調査は、■分寺市役所開発二部、東京都住宅局、東京都住宅供給公社、住宅・都市整備公団

の委託を受け、西■分寺地区遣跡調査会が実施した。

4 .本書の編集.執筆は、坂詰秀一団長の指導のもとに、持田友宏副団長.早川泉参与の肋言を

得て、板野晋鏡・伊藤俊治’小林定之がむった。尚、執筆者名は文末に記した。

5.本書の挿図.図版の作成は、田口直美.司東順香.中野宏子が行った。

6.本書の内容は、平成8年3月31日に於ける整理段階のものであり、遣構.遣物は、主だった

ものを選出して掲載している。

7.発掘調査および本書の作成にあたって、下記の方々や諸機関より御指導.御協力を頂いた。

記して謝意を表したい。

木下良.小林重義・近藤滋’有吉重蔵’福田信夫’上敷領久.河内公夫.西野善勝

川島雅人.岩橋陽一.武笠多恵子・松田隆夫.藤原佳代.杉浦由恵.小川将之

東京都教育委貝会・国分寺市教育委員会’東京都埋蔵文化財センター・国分寺市遣跡調査会

都立府中病院内遺跡調査会・都営川越道住宅遺跡調査会・武蔵国分寺関連遣跡調査会

加藤重機建設■.線こうそく . ■富士金物
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I.調査概要

遣跡の位匿と環境本調査区は、J R中央線西国分寺駅の南東方向に占地している旧国鉄中央

鉄道学■跡地の西側部分に位置している。多摩川左岸に広がる武蔵野段丘面上に立地しており、

標高は約79mである。北には野川の開析谷で武蔵野段丘に深く刻まれた恋ケま谷、南方には下位段

丘である立川段丘との比高差約12mの国分寺崖線を控えている。南東崖線下には、南北1.5km、東

西2kmの広がりを持つ■指定史跡『武蔵国分寺跡』が在り、当該地区は、その北西地区の一画を

なしている。また、恋ケ窒谷の南斜面上には縄文中期の日影山

遺跡が在り、調査区北端は一部日影山遣跡と重複している。

恋ケ窒谷や国分寺崖線下には数多くの湧水が在り、遣跡周辺 �

は野川の源流域となっている。この野川源流域には、段丘の発 国お市

達と崖線下の湧水地という地理的条件から、旧石器-縄文時代

の遣跡群と古代律令期以降の遺跡群に集約できる著名な遣跡 .
が数多く分布している。旧石器時代の遣跡群では、多摩蘭坂遣

跡、熊ノ郷遣跡、武蔵台遣跡等。縄文時代の遺跡では、重要文
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化財指定の勝坂式土器で著名な多喜窒遣跡、恋ケ窒遣跡、恋

ケ窒南遺跡、武蔵台遺跡、武蔵台東遺跡等が在る。古代律令

期においては、崖線沿いに建立された武蔵国分僧寺.尼寺

跡、その周辺に広がる寺の建立’維持に関わった人々の集落

跡等が広範に分布し、特に僧寺・尼寺の中央には、本調査区

でも検出されている両側溝を伴う幅12mの直線道路’推定東

山道武蔵路が南北に通過している。また、南約4 kmの位置(府

中市大国魂神社付近)には、武蔵■庁推定地があり、国分二

寺との一体化の中で遺跡周辺域は、古代武蔵■の生活.文化の中心地であった

'・・,・・"./<.<»»,・・*»'・' -・ <
え�k:』成

A武蔵国分僧寺跡

調査区分本調査は、西国分寺地区住宅市街地総合整備事業に伴う事前調査として、平成5年

11月から平成8年10月までの4ケ年計画で開始された。調査区分は下図に示すとおり、調査対象地

区全体を4地区に区分し年度每に順次調査する事とした。

今年度の調査は、3区(22, 520.64mりを対

象に実施する予定であったが途中事業計画に

一部変更があり調査期間が短縮されたため、
① OA

次年度調査予定の4区(13, 429.64m2)も同時

に調査することとなった。3区.4区の調査

面積の合せは、35, 950.28m2である。

調査方法

1.各調査区を便宜上、次のように小地区に

区分し調査する事とした。

3区一A区(南東部)・ B区(南西部)

c区(北東部).D区(北西部)

4区 A区(東部)・ B区(中央部)

G区(西部)

2.調査グリッドは、当該地区が『武蔵■分

寺跡』の北西地区にあたる事から、■分寺市

遣跡調査会で設定した僧寺中軸線中心点を座

標原点とする、最小単位が3 X 3 mのグリッ

ドを使用している。方位は、南北中軸線に対

し真北が7。 08' 03/\磁北が0。 38' 03"それぞれ

東偏する。 (板野晋鏡)

4区

1区

2区

3区

NA

MA

LA

KA

JA

IA

120 100

W300m

80 60

Wl 80m

40

調査区分図

凡仔I DleD 2KD 3EU 4区
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II.旧石器時代の調査
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A調査風景

3区の調査調査区内に9X9 mの調査坑を15ケ所設定し11

月30日調査区南東部に設定した調査坑より掘削を開始した。当

調査区の遣物分布状況を南北にわたり確認し、2月29日調査を

終了した。最終調査箇所は3 X 3m 1箇所、9 x 9m6箇所の

合計7箇所で調査面積は495m2、 3区全体面積の約2 %である。

調査結果鉄道学園西側跡地における旧石器時代の遺物分布

は北東地区を中心に広がることが前年度までの調査で確認されてきたが、中央部から南側にかけ

ては数点確認されている程度であった。

今年度の調査では調査区中央西側の位置で尖頭器がIII層から出土、南東の位置で礎集中地点力{

III層から出土、中央やや西寄りの位置で操.刹片の集中地点がIII層下面から出土している。遣物

は石器.剥片を含めて計70点出土した。

モ
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4区の調査調査区内に9 x 9 mの調査坑を29箇所設定し遣 --つ々一っ

物.遣構が検出された場合は随時拡張する方法を採り1月8日 '

c区の調査坑から調査を開始した。B区北東に設定した調査坑 え’’

から石器.刹片を含む礎群が多量に検出されたため出土地点を ・ \

中心に拡張して平面掘削を行った。最終調査面積は合計6,147m2

で4区全体面積の約46%にあたり、3月29日をもって全ての調

査を終了した。

調査結果4区における遺物の分布は試掘調査・前年度の調査結果を考慮すると全調査区の中

でも極めて高い可能性があると推測された。今年度の調査では鉄道学園グランド跡北東部から北

西部にかけて石器.劍片を含む操の集中地点が10数箇所IV層中面において檢出された。また、最北

部に設定した調査坑ではグリーンクフの剥片がX層上面より出土している。 (小林定之)

ク .

A調査風景

A遺物出土状況(北から) A遺物出土状況旧から)
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出土遺物S-2/3 (番号は右買分布図に対応している)
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m.縄文時代の調査 ; ,1�ナ�l

♦だま
ぽ

3区の調査縄文時代の調査は、5月31日歴史時代の調査を

終了したA区から包含層の掘削を始め、終了したところから随

時遣構検出.調査を行い、B区.C区.D区と調査を進めた。

1月25日最後の遺構完掘状態の空中写真撮影を行い、2月20日

当該期の調査ェ程を終了した。

調査結果今年度の調査で検出された遺構は、集石6基.土坑20基(内陥し穴5基).特殊遣構

1基・小穴205個である。集石は調査区西側を南北に点在している。土坑も北東隅で検出された陷

し穴を除くと中央より西側に点在している。遣物は、土器片.石器等約10, 000点が出土している。

A ss̶8J確認面.操出土状況(南から)

SS-8J

本遣構は、調査区中央西側10 108-110 ・

IQ108～110グリッドに位置する。II層中面に

おいて検出され、上面は耕作により削平を受け

ていた。

最初の確認面では6x6m四方にわたり1

～3 cmの破砕礎が散乱しており、その下の確ボ

面で礁分布の中心部に土坑の平面プランが檢出

された。土坑の形状は、直径Im、確認面から

の深さ0.5mを測るすりばち型を呈する。土坑

内の構成は3層に分かれ、確認面から30Qmまで

は、一部赤化した5～10cm大の破砕襟で充填さ

れていた。その下loemは炭化物を含む暗褐色土

が主体となる自然堆積層である。最下層は焼土

を含む褐色土主体でこの層直上の面に10cm大の

炭化物が3点出土している。

A. SS_8J 土坑操出土状況(北から)

' -:�■ をタンT

*.' ' - i ?"-̃«
ず�一'

iべ ークル_&

・・»

A ss̶8J 土層断面(北から)

-g _

A ss 8J調査風景



SK-177J

本遣構は、調査区南側中央部Hs̶93～94グリッドに位置す

る。III層上面において檢出され、北側の一部は擾乱を受けてい

る。

形状は、長軸を南北方向にもち長軸2.3m、短軸1.35m、確認

面からの深さ1mを測る。やや丸みのある長方形を呈する。東.

西壁はややオーバーハングしながら掘り込まれている。底面は

ほぽ平坦で直径2～6 cm、深さ20cmを測る小穴が7個検出され

た。覆土は暗褐色土が主体の自然堆積層である。最下層は炭化

物を含み黒色に近い色調で平坦に堆積している。規模.形状よ

り陥し穴と思われる。

・ **"''・'・'»;..滅ぶび
‘ぐ 巧夕

;<

・・(.

>.

ね

. '<¥・ ・ J
ノ

ま
・ *»'.";'

'れで),
'ム ゾゴ、・・»>-, 7 ,<c�-

A. SK177J完掘状態(西から)

A SK179J完掘状態(南から)

モ

A SK-179Jピット検出状態(南から)

A SS-177Jピット検出状態(西から)
SK-179J

本遺構は、調査区南西IL101～102グリッドに位置する。III

層上面で檢出され、遣存状態は良好である。

形状は長軸を東西方向に持ち、長軸2.1m、短軸1.4m、確認面

からの深さ0. 6mを測り、ほぽ垂直に立ち上がる壁面を持つ長方

形を呈する。底面はほぽ平坦で、断ち割り調査により直径15cm

深さ45cmを測る小穴が長軸方向中軸に3個並んで檢出された。

土坑覆土は暗褐色土主体の自然堆積層で、小穴覆土は褐色ロー

ム土を主体とし中心部は色調が暗い。本遣構も規模.形状等に

より陥し穴と推測される。 mi

..ボ
眉

SK-358J

本遣構は、調査区中央西側Jo110グリッドに位置する。111層

上面で檢出され、遣存状態は良好である。

形状は南北方向に長軸を持つ長軸1.8m,短軸1.5m確認面か

らの深さ0.8mを測る不整形の精円である。壁は底部から0.6m

までほぽ垂直で上面までは緩やかに立ち上がる。底面はほぽ平

坦で直径1mの円形である。覆土は大きく 3層に分かれ、壁面

近くは崩落と思われるローム土の流れ込みが観察され、中心部

分は暗褐色土を主体とする単層にちかい堆積をしている。

(小林)

� 'ご, せ

'・ フを..ぶ

ポ―
A SK-358J完掘状態ぼから)

・;;

A. SK 358J 土層断面ぼから)
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4区の調査

4区縄文時代の調査は、5月31日歴史時代の調査の終了した

c区から包含層の掘削作業を開始し、終わった所から随時遣構

の検出.調査を行い、2月7日SI-2Jの調査終了をもってすべ

てのェ程を終了した。

調査結果確認された遣構は翌穴住居跡1軒・特殊遣構3基

土坑85基内陷し穴15基.集石遣構2基・小穴221個である。B

区中央部南寄りに檢出されたSI 2Jは阿玉台式の埋護炉をも

ち縄文中期の住居跡と思われる。また陥し穴は調査区全体に満

遍なく分布していた。小穴は中央部に集中的に検出された。掘

立柱建物跡等の重複が考えられるが、上面の削平が大きいため

判別が難しく、また配列に数通りの可能性が考えられるので現

段階ではビット群とするに止めた。

遣物は土器片.石器片等約30,000点が出土した。

A調査風景

バヘポ,4

ン'I

ザ-

A調査風景

/

A sl̶2J完掘状態(東から)

’：- aい

̃�r.�']:3,�»W -. +す L

ンか, �.

-�-_

-J���-�-'

_ '>s̃f&s�?̃s"--f̃� -,<? '''.
をた～-: �.�ぽ二

・ w.
・<»<3-

'�%i,-a ・

A SI-2J土層断面(南から)

SI-2J

本住居跡は、B区中央部南東寄りのMH 55-

56グリッドに位置する。III層上面まではグランド

造成ェ事により削り取られており、上部の遣存状

態は良くない。

形状は径約4. 5mのほぽ旧形で確認面から床面

までの深さは最大でも8cm程である。壁は東側が

一部削平されているが残存部分は緩やかに立ち

上がっている。床面は南側がやや低い他は全体的

に平坦で、中心よりやや西側部分にがが構築され

ている。炉の周囲には東側に広く分布した状態で

硬化面が確認された。炉は東西が長軸の精円形を

̃- した埋譲炉で長軸90cm短軸65cmの規模を有し

火床までの深さは10cmを測る。埋護は炉の西部

分に上部が火床から6cm程でた状態で埋設され

ており、その周囲には焼土が多く残っていた。形

状は径18cm高さ19cmの筒型で底部は欠けてい

る。柱穴は壁際に4本ほぽ対をなした状態で検出

され、径30～60cm深さ45～70cm程の規模を有す

る。覆土は暗褐色土主体の単層で床面下には褐色

14̶



土が4cm程張られていた。掘り方面からは各柱穴の内側20cm程

の所にそれぞれ柱穴が検出された。これら柱穴は地山と同じロー

ム土で埋め戻されており非常に検出しづらかった力f、規模は使用

時のものとほぽ同じで径30～40cm深さは60～85cm程ある。また

炉も東側が一部重複する状態で同様の窒みが確認された。これら

のことから本住居跡は後に一回り大きく建て替えられたものと

思われる。遣物は埋整の他に土器片が31点、黒曜石の石鍛2点の

他黒曜石片が数点出土した。土器は埋整も含め阿玉台式土器であ

り、これより本住居跡は縄文時代中期初頭に構築されたものと推

測される。

ら二̶ �
―マ
��.

へ、g��■
A炉.完掘状態(南から)

': 'シ

/ゾ¥
ん

.' *.

あ
,サ

',',
?'?

・ff-

A ss̶6J出土状況浦から)

A炉・掘り方土層断面(南から)

SS-6J

・;£.; 本集石は調査区西側MN 94グリッドに位

’ 置し、II層上面において檢出された。

礁は径4.5mの円形状に分布するが密集部は

径1.5m程で深さ40cmまですり鉢状に掘り込

' まれている。掘り込み内にも多くの擁が残って

' おり、底部からは径10cm程の炭化物も出土し

た。礁の総数は約2 , 300個に及ぶが大半は拳大の

破砕礎で赤化したものも多い。土器片も阿玉台

式を中心に約50点出土した。

SK-237J

本土坑は調査区北壁近くのNT 65グリッドに位置する。上 r ハ

部をグランド造成ェ事により削り取られているためIV層上面に

おいて検出された。

形状は東西に長軸をもつ長方形を呈し、規模は長軸1.5m短

軸0.7mで確認面からの深さは0.3mを測る。壁は全面とも垂直

に立ち上がっている。底面は平坦で計7本のビットが検出され

た。ビットはすべて断ち割って調査した力f、底面中央部長軸方 WK'i

向に3本並んで検出されたビットは規模が大きく底面での径は -ソ-サ

10～15cmで深さも58～66cm程ある。覆土は大きく 4層に分か -'y

れ、最下層に薄く褐色土が堆積している他は暗褐色土を主体と

した土が均等に堆積している。

本土坑はビットの規模が気になるが陥し穴であると思われる。 A SK 237Jピ・ント検ホ■ぼから)
_ 15_

A SK-237J完掘状態(南から)
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SK-122J

本土坑は、調査区西側MM̶104グリッドに位置する。遺存状

態が良く、 III層上面において檢出された。

平面形は長軸2. 6m短軸1.2mの東西に長軸をもつ権円形で

確認面からの深さは約1.1mを測る。南北壁は底面からほぽ垂

直に立ち上がる力\東西壁は確認面から20cm程下からは大き

くオーバーハングしている。底面は長精円形で長軸は3.3mと

平面形より長いが短軸は10～20cm程しかなく半裁時より断ち

割って調査した。覆土は下層には褐色土が多いが暗褐色土が主

体で平坦に堆積している。本土坑は規模.形状からして所請T

ビットと称される陥し穴であると思われる。

'"..:.̶a'..!・・・・- -

s

.- f >.,»・・'

A SK_122J 土層断面(南から)

t-

A SK_122J半裁完掘状態(南から)

:-r

・・»

A SK 241J 土層断面(南から)

■ ..„.__ �セ�#k. ・

SK-241J

本土坑は調査区北側NI̶47'48グリッドに位置する。遣存状

態が良く III層上面において検出された。

平面形は長軸2.3m短軸0.6mの東西に長軸をもつ長槽円形

で、確ぽ面からの深さは45cmを測る。南北壁は傾斜した立ち上

がりだが東西壁は垂直に立ち上がっている。底面はほぽ平坦で

形状は長方形に近い。覆土は大きく 4層に分かれ、最下層が褐

色土の他は暗褐色土が主体でやや中央部が盛り上がった状態で

堆積している。西側上層には流れ込みと思われるが径30cm程

,‘ - "." ., の操が混入していた。

ゾ- ・ ・'*. 本土坑も陥し穴であると思われる。

A SK-24リ半裁完掘状態浦から)

SK-146J

本土坑は調査区南側のMB 70グリッドに位置し、II層中段

において検出された。 :・

南側一部が削平されているが残存部平面形は径約1.8mのほ ～\ ' '

ぽ円形で確認面からの深さは50cmを測る。壁は全面とも傾斜

して立ち上がっている。底面も平坦な円形で径は1.4mを測る。

覆土は4層に分かれるが上層の暗褐色土が深さ40cm位まで堆

積しておりこれが覆土の大半をセめる。遣物は底面近くで土器

片が2点出土したが小片であり時期や形式は確認できなかった。

本土坑の性格は不明だがサンブルを採取したのでこの分析結

果を待ちたい。 (伊藤俊治)

A SK-146J 土層断面(南から)

A SK146J完掘状態浦から)
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IV.歴史時代の調査

3区の調査歴史時代の調査は、4月5日前年度表土掘削の

終了したA区から、養生のための纂芝の除去を始め終了したと

ころから遺構檢出.調査を開始した。順次B区.G区.D区と

調査を進行させ11月15日D区の遣構完掘状態の空中写真撮影を

行い、11月21日をもって3区歴史時代の調査ェ程を終了した。

調査結果今年度3区の調査は、鉄道学園当時の施設跡や太平洋戦争時と思われる施設跡によ

る擾乱を広範囲で受けている力s、全調査区から比べると遺存状況は良好であった。檢出された遣

構は、溝跡8条、土坑275基、特殊遺構23基、小穴349個である。

A

€y"'1

',̶
が.

S" �な'i
よ'ン̶1

A SK̶27完掘状態(南から)

.ンン'ザゾ・'''.'ソタン̶̃

'. p ら--・

SK-27

本遣構は、調査区中央南側IF 86～87グリッドに位置する。II

層上面で檢出され、上面東側半分を削平されている以外の遺存

状態は良好である。

形状は長軸を東西方向に持ち長軸1.75m、短軸1.15m、確認面

からの深さ0.25mを測る長方形を呈する。壁は東西がやや傾斜

し、南北がほぽ垂直に立ち上がる。底面は平坦な長方形である

覆土は黒褐色を主体とする自然堆積層で大きく単層ととらえら

れ下部にはローム粒.ブロック状の土が堆積している。締まり

やや強く粘性は弱い。

A SK_27土層断面(南から)

SK-81

本遺構は、調査区中央南側HT 97グリッドに位置する。II層

上面において檢出され、遣存状態は良好である。

形状は南北に長軸方向を持ち長軸1.35m、短軸0.75m、確認面

からの深さ0.45mを測る長方形を呈する。壁は南北がやや傾斜

し東西が垂直に立ち上がる。底面は平坦で長軸1.15m、短軸0.6

mを測る長方形である。覆土は黒褐色土を主体とする3層に分

けられ最下層ではローム土が混じる。締まり弱く粘性はやや弱

'/'・„

.:ゾね�
まお

A SK̶81完掘状態(東から)

A SK̶81土層断面(東から)

20



SK-222

本遣構は、調査区中央北側JQ 93グリッドに位置する。II層

上面において檢出され、遣存状態は良好である。

形状は直径Im、確認面からの深さ0.25mを測る円形状の土坑

である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦で円形をして

いる。覆土は単層で灰褐色土.暗褐色土.黒褐色土の混合土が

主体で、粘性.締まりともに弱い。上部は粒の細かい土で下部

はブロック状の土が堆積している。

ま -.

si?y;
サ み‘ \ ネま

..ISi-�
s>.-ゴ¥キふ'

よ

SK 222完掘状態ぼから)

;・'"'<・-・',.-"'" ̶
わ'、� :,..

デ-..y;..A..,.� ',・・

.-%1�-
タヴ巧

A SK_227完掘状態(東から)

SK-227 A SK 222土層断面(東から)

本遣構は、調査区中央北側KF 94グリッドに位置する。11層

上面において検出され、遺存状態は良好である。

形状は直径0. 9m.確認面からの深さ0.25mを測る円形状の土

坑である。壁はほぽ垂直に立ち上がり、底面は平坦で円形をし

ている。覆土は単層で灰褐色土.暗褐色土.黒褐色土の混合土

が主体で、粘性.締まりともに弱い。覆土.断面.形状等SK-

222に類似しており周辺にも同型の土坑が数基檢出されている。

A. SK̶227土層断面ぼから)

SK-320

本遺構は、調査区中央北側KI 95～96グリッドに位置する。

II層上面において檢出され、遣存状態は良好である。

形状は南北に長軸方向を持ち長軸1.8m、短軸1.05m、確ぽ面

からの深さ0.4mを測る長方形を呈する。壁は南北が傾斜し東

西が垂直に立ち上がる。底面は平坦で長軸1.15m、短軸0.6mを

測る長方形である。覆土は3層に分けられ黒褐色土.暗褐色土-

ロームブロックの混合土が主体で色調が下層に移るにつれて暗

くなる。粘性・締まりともに弱い。 (小林)

' ' >'w%.. . "» ・
j'ケ

■
⑩
サ'

A SK_320完掘状態(西から)

ぜポタ

みほ
バ�てブ̶ゲ�

jサ
s

A SK-320土層断面ほから)
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4区の調査

4区歴史時代調査は、4月19日重機による表土掘削を開始し、

終了した西側から順次遣構の檢出’調査を行い、10月7日東山道

以外の地区は調査を終了した。

調査結果確認された遣構は道路状遺構3本.溝跡23条.土坑

188基.特殊遣構7基.小穴369個である。SF̶1は、本年度調

査で12m幅の両側溝が南側埋文センター調査区南端から本調

査区北壁まで約340m検出された。SD 33はSF̶1東側に並ん

で檢出された溝跡だが北壁際では交差しているのが確認された。

": ;:'�

A調査風景

ま

�
. w

Sudiwsser

・'・ ・ r.f--»s.1默 SD-33 A調査風景

本溝跡は調査区東壁際のLE 39からND̶37グリソド

' にかけて南北に走っている。南側と中央部は糧乱により大

きく削平されている。北側は東山道切り通し状遺構及び

sx13と重複し、これらを壌して構築されている。南端か

らMP 35グリッド位までは直線的に伸びるが東山道切り

通し状遣構と交差するあたりからは緩やかに西ヘカーブす

る。溝幅は1.5m程だが全長は中央提乱部分もふくめて測

れば約120mに及ぷ。底面は所々凹凸があるものの全体と

しては平坦で幅は平均80cm程ある。覆土は黒褐色土主体

で自然埋没と思われる。

A. SD 33完掘状態(南から)

SX-13

本遣構は、調査区東壁際東山道切り通し状遣構脇のMT � ’

35 ・ 36グリッドに位置する。北側は糧乱により、また中央部は 。,

SD 33により底面近くまで削平されている。

形状はやや歪んだ台形を呈し、規模は長軸2m短軸1.4～1.8m

で深さは90cmを測る。壁は底面から40cm位までは垂直に近い

立ち上がりだが、それより上は緩やかに傾斜している。底面は

平坦で南西壁下には周溝状の窒みが、また北壁下には土坑状の

掘り込みが確認できた。覆土は黒褐色土が主体だがSD 33に

大き〈削り取られており堆積状態は確認しづらかった。遣物は

底面近くから10世紀中頃のものと思われる須恵器の高台擁とギ

が出土した。

A sx̶13遺物出土状況(北から)

w� シ'>
' 'あ

-y � ・・

'''・・><*.'わ„

れぼ
i�s-

A. 3ズー13完掘状態(西から)
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SX- 1

本遣構は調査区北壁近くのMS̶74グリッドに位置する。上

部はIV層上面まで削り取られており、また南側M位は更にIm

程深く削平されている。

平面形は径1.8mの円形だが、確認面から90cm程下では一辺

が約80cm、底面では約30cmのやや蚕んだ正方形を呈し、深さは

1.7mを測る。壁は全面とも底面から45度位の傾斜で立ち上が

っている。また底面から80cm位までの壁面には工具痕と思わ

れる深い筋状の溝が多数確認された。覆土は黒褐色土を主体に

11層に分かれるが堆積状態から自然埋没と思われる。

A 3ズー1±層断面(南から)

ノ:あ.

ゆ

. -y

ギ’'す
:,'か’

':んf ・''-"

ビl ♦mボザど
� .'"

A SK118土層断面(南から)

て��
̶ザ
ぢス-'ジ
*;'*, / .* �

...;y

->'"

SK-118 A. sx_1完掘状態(南から)

本土坑は調査区南東寄りのMG̶46グリッドに位置し、11層

上面において検出された。

南側％程が削平されているが残存部平面形は径約1.4mの円

形で確認面からの深さは30cmを測る。壁は西側はやや傾斜し

た立ち上がりだが東側及び北側はほぽ垂直に立ち上がっている

底面は所々凹凸があるものの全体としては平坦で径1.2mの円

形を呈する。覆土は黒褐色土が主体だが細かなロームブロック

が多く混入している。

本土坑の性格は不明だが2区調査でも東山道沿いに同様の土

坑が檢出されており、これとの関連性を確かめたい。

A 3ドー118完掘状態(南から)

SK-67

本土坑は調査区北壁摩のNK̶64グリッドに位置する。H層

上面において検出された力s'、北西隅は擾乱により削平されてい

る。

形状は東西に長軸をもつ長方形を呈し、規模は長軸1.8m短

軸1.2mで確認面からの深さは60cmを測る。壁は全面とも垂直

に立ち上がっている。底面は全体としては平坦だが南壁近くに

径60cm深さ20cm程の不整形な窒みがある。覆土は黒褐色土主

体だがロームブロックが多く混入している。

本土坑の性格も不明だがサンプルを採取したのでこの分析結

果を待ちたい。 (伊藤)

y

l

A SK_6フ土層断面(南から)

も

"ネベぶ'、, "'«"

ぷいん

A SK̶67完掘状態(南から)
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SF- 1 (推定東山道武蔵路)

SF1は4区東端を南北に通過しており、檢出された東山道跡に関わる遺構は、溝跡4条(S

D 29-30-31- 32)と硬化面を伴う切り通し状の掘込み遺構1基である。溝跡は、その形状・規

模.覆土の堆積状態等が酷似していることからそれぞれ対応関係にあり、道路の東西両側溝であ

ると推定される。切り通し状遣構は、道路跡の最北部で檢出され、路面中央部から東方向に大き

く逸れながら東側溝を壌し、北東の谷に向かって切り通し状に掘り込まれ構築されている。

道路跡は、各遺構の新旧関係から推察すると次の様に最低4時期の変遷が想定される。

第1時期目は、心々距離12m幅の東西両側溝(SD 31-32)を伴う構築時の東山道と推定され

る道路跡である。両側溝は12mの幅を保ちほぽ一直線に検出されており、総距離は南側埋文セン

ター調査区から本調査区の北端まで約340mを測る。両側溝は溝とはいっても底は繁がっていな

い。途中所々掘り残された様に分断され、長土坑が連続する状態の部分もあった。また、溝壁や

溝肩は崩れが少なくオーバーハングした部分も崩落していないことから、溝は比較的短期間で埋

没したと思われる。路面の中央部は鍋底状に建んでおりやや硬化した範囲も認められた。

第2時期目は、両側溝の上層で検出された硬化面で、南側埋文センター調査区でも同様の踏み

固められたと思われる黄褐色粘質土主体の硬化面が檢出されていることから、側溝が埋没した後

に使用された道路跡と思われる。

第3時期目は、12m幅の道路の上に重複して構築された心々距離9m幅の東西両側溝(SD 29-

3のを伴う道路跡である。西側溝は旧道路の西側溝とほぽ同じ位置を重複して掘っており、東側

溝は西側溝から9mの位置に旧路面を壌して平むに掘

られている。調査区南側は鉄道学■の野球場跡で削平

されているが南側埋文センター調査区でも同様の規

� 模と位置関係を持つ2条の溝跡が検出されており、本

調査区で検出された溝跡と繁がるものと推定される。

' 両側溝は北に向かうにつれ徐々に東に振れていき、溝

の心々距離も次第に広くなってゆく。西溝は途中途切

れ以北では檢出されていない。

. 第4時期目は、道路北部で検出された切り通し状に

-- 掘り込まれた道路跡である。路面は旧道路の東寄りの

' 位置から北東に向かって徐々に掘り込まれ、大きく東

に逸れながら東側溝(SD-30-32)を壌し皿状に深く

掘り込まれている。遣構の幅は7.5m、確認面からの深

さはImを測る。道路面には踏み跡と思われる幅50cm

程の2条の硬化面が蛇行しながら掘込みに向かって

檢出されており、硬化面は掘込み部では幅1.8mの波

板状の硬化面となっている。また、掘込みの肩部でも

ボ
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を--

l

A完掘全景(北から)
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幅50cm程の硬化面が数状檢出されており、

切り通し状の路面が埋没する過程の中で

長期間に渡って道路として使用されたも

のと思われる。 (板野)
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V.総括

平成5年11月に着手された発掘調査は、平成8年3月をもって現地調査を終了した。当初計画よ

り諸般の事情のため、7ケ月の短縮くりあげ終了となったが、あたえられた範囲の調査は、ほぽ

完了することができた。

平成7年度の発掘は、3.4区の35, 950.28ぜであった。1.2区と同様、上面は、すでに削平

されていたが、上層に古代の道路跡、その下に縄文時代及び旧石器時代の遺構と遣物が存在する

ことが推定されていた。発掘の結果、予想された時代の遺物が検出され、また、遣構も発掘され

た。

4区には、すでに国分寺市教育委買会の試掘結果によって、推定東山道武蔵路と考えられる古

代の道路跡の存在が確ぽされていた。この道路跡は、側溝をもつ幅員12mのもので、南方の斜面

をくだった国分僧寺と尼寺の中間を通って国府域にいたり、また、北方、埼玉県所沢市の東の上

遺跡、群馬県境町の矢の原.牛堀遣跡で発掘されている道路跡に連らなるものであろう、と推定

されるものであった。発掘の結果、予想以上に良好な状態で遺存していることが判明した。

発掘された道路跡は、幅貝12m乃至9 mのもので、ともに側溝の存在によって明瞭であり、硬

化面も見い出された。延長340mに及ぷ道路跡は、ほぽ南北に一直線に築造されていた。側溝は

340mすべてにわたって両側に檢出された力s'、それは溝として連らなって掘られたものではなく

道路の幅を示すかのごとく断続的に、きれぎれに検出された。この検出された溝は、その形状・

大きさ.埋没土の観察により4条の溝は東西の2条が単位となり道路幅を示していることが明ら

かとなった。そして、時間的に4時期にわたって築造.修復したことが把握されたのである。こ

の道路跡が「東山道武蔵路」とすれば、上限7世紀後半、下限9世紀後半にかけて確実に使用さ

れた「公」の道路官道が4次にわたって手を加えられていたことが知られたのである。さらに

注目すべきは、調査区の北寄りの東側溝に接して見い出された土坑中から10世紀中頃の須恵器の

杯と擁が出土したことである。道路との直接的関係については檢討中であるが、道路使用時の状

況を示すものとして意昧は大きい。

縄文時代の遺構としては、中期阿玉台式土器を伴う翌穴住居跡1軒と集石遣構数箇所、そして

多数の陥し穴を含む土坑が檢出された。かなり広い範囲を発掘したにもかかわらず、集落として

の形をとることな〈住居と集石と土坑が檢出されたことは、発掘地域の生産活動を考えるとき、

付近地の集落との相関関係を考慮しないわけにはいかない。とくに、その時期が中期の阿玉台式

土器の時代であり、該式文化の拡散と定着を檢討する際に好資料となるであろう。

旧石器時代の関係では、111層と111層直下、そしてX層から石器.剥片が出土した。111層は尖頭

器を主とするものであり、X層出土の刹片はグリンタフのものである。このような石器時代に

ついての発掘結果は、西方に位置している武蔵台遺跡の様相とあわせ檢討すべき資料の検出とな

ったのである。

尚、古代については、別冊『推定東山道武蔵路』(平成8年5月刊を参照願いたい。

(坂詰秀一)
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